------情報処理超入門------

第６回著作権など法律関係の授業

著作権について

著作権とは小説・脚本・論文・講演その他の言語の著作物。また音楽・美術.映画・コンピュータプログラム等などの創作物を保護する権利です。保護対象はすべて覚えることは無理に近いので、とりあえず他の人が作った者は全て著作権で保護されていると考えましょう。大学生活ではレポート、ホームページなどを多く作りますが、ここで注意しなければならないのが著作権です。　たとえば自分のホームページを作るとき、自分で背景やコンテンツを作るのが時間がかかるからといい、他人のホームページから無断で引用すると、著作権侵害で訴えられ損害賠償などを請求されたりします。例えば、コンピューター・ソフトを不正に複製して、販売していた大学生が逮捕されているという事実もあります。　製作者に許可を得れば何も問題ないのですが許可を取る時間がないのが現状です。しかし方法を正しく行えば合法的に著作物を引用できますので、「４つの引用の条件」を是非覚えてください。

1 他人の著作物を引用する必然性があること。

2 かぎ括弧をつけるなど、自分の著作物と引用部分が区別されていること。

3 自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であること（自分の著作物が主体）

4 出所の明示がなされていること。

以上の①～④を満たしている場合に「引用」と認められ、この場合は「著作権者に許諾を得ることなく利用できる」ようになります。

また引用した文は自分なりに変えたりしないでくだいさい。もし変えてしまった場合は同一性保持権侵害という罪を犯すことになるからです。これは著作権と並ぶ法律である著作者人格権という著作者を尊重する法律です。　どうしても変えたい場合は著作者が死んでから50年たってからにしてください。　なぜなら著作権は著作者の死後50年で効力がきれるからです。

このことは日頃書くレポートに関しても同じです。著作権に気をつけないと成績がつかなくなる場合が生じるので十分注意してください。

逆に、自分が苦労して作り上げた創作物が他の人に盗まれるという危険が生じてきます。日本の著作権法では、著作物を作った時点で自動的に著作権が発生します｡これを「無方式主義」といいます。それならば何もしないでも自分の著作物は守られると思う人がいると思います。はっきり言いますと「ほぼその通りです」しかし、インターナショナルになった今物事を世界レベルで考える必要があります。世界には日本のように「無方式主義」ではなく逆の「方式主義」をとっている国もあるのです（主にｋｋｋｋｋｋ）、ではこのような国にどのように対応していけば良いのでしょうか。それは「マルＣ」マークを書くことにより対応できます。今もって入る教科書か何かの一番後ろのページを見てもらえば殆ど書いてあるとおもいますが。マルの中にCという文字があります。これが「マルC」マークです。（Ｃ）でも可能です。国際的な取り決めにもとづく著作権表記方法は（マルC、著作権者、発行年）でワンセットになります。
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今は書いた方がしっかりしているようにみえますので、書いた方がよいと思います。むしろ後々書いておいた方が証明になりますので書きましょう。

ホームページに書くときは『　&#169; motoi .　２００２　』と書くとマークが出ます。

不正アクセス禁止法

　次に学生が気づかぬうちに罪を犯してしまう可能性があるのが平成12年2月13日より施行された不正アクセス禁止法です。

これ法律よれば二つの行為が処罰されます。①「不正アクセス行為」　②「不正アクセス行為を助長する行為」の二つがあります。

1 の「不正アクセス行為」は言葉の通りネットワーク等（オフラインでも処罰の対象となる）を通して他人のＩＤやパスワードを無断で使用する行為です。またセキュリティ・ホール（セキュリティに不備があるところ）を攻撃しコンピュータに侵入する行為です。　　　　　　　

一番気をつけなければならないのが②の「不正アクセス行為を助長する行為」です。つまり、Ａさんに無断でＡさんのＩＤ・パスワードを第三者に提供する行為です。これは知らず知らずに行ってしまう可能性があるので、気をつけましょう。

例その１　口頭伝達　　「プロバイダを利用するためのＩＤはＡＢＣ、パスワードは１２３です。」等と言った場合

例その２　電子掲示板に提示すること

例その３　販売　「支払い確認できました。プロバイダ会員ＩＤはＡＢＣ　パスワードは１２３です。」等することです。

さらにこの法は善意・悪意は問わないという厳しい法律となっております。

罰則は1年以下の懲役もしくは50万円以下の罰金です。

このようなことを行っている人を見つけたら注意しましょう。

